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第 1 章 本研究の背景と目的  
第 1 節 外部情報のソースモニタリングとは  
ソースモニタリング（source monitoring；以下，SM）とは，自身が持つ
情報の起源を探ったり判断したりする認知過程のことである（ Johnson, 
Hashtroudi, & Lindsay, 1993）。SM のうち，記憶の情報源が外的かつ行動





（Roberts, 2002）が挙げられる。  








がワーキングメモリ（working memory；以下，WM）である。  
第 2 節 ワーキングメモリとは  
WM とは短時間必要な情報を保持し，同時に操作を行う記憶機能のこ
とである（Baddeley & Hitch, 1974）。WM には様々なモデルが存在するが，
Baddeley らのモデルでは，中央実行系，音韻ループ，視空間スケッチパ






















WM 容量の大きさと SM の正確性の間に正の相関があることが示唆され
ている（ Jaschinski & Wentura, 2002；Gerrie & Garry, 2007）。  
第 4 節 幼児における先行研究の問題点  
近年，幼児であっても目撃証言等を求められる場面が増加しており，
幼児の SM の正確性について検討する必要がある。大人と同様に，幼児




& Roberts, 2014）。一因として，WM の測定方法に問題があった可能性が
ある。先行研究では言語性 WM 課題（例えば数唱等）で WM を測定して
おり，それらの課題は研究間で異なっていた。これに対し，SM 課題は，
実演と，パーソナルコンピュータ（以下，PC）で提示された物語の区別
等，視空間性 WM や EB の使用も想定されるような課題であった。  
したがって，先行研究で測定されていた WM と SM との間に交絡する
可能性がある，視空間性 WM や EB の影響も研究間で異なっていたため
に，結果が一致しなかった可能性がある。よって，WM を多面的に測定
したうえで，外部情報の SM との関連について検討する必要がある。ま
た，WM 課題に多く含まれる項目情報と系列情報の記憶と SM 課題の成
績との関連について検討することで，幼児の外部情報の SM と WM の関
係をより詳細に明らかにできる。これらの知見は，SM のメカニズムの
解明や，幼児の目撃証言の信憑性の判断の一助となることが期待される。 
第 5 節 本研究の目的  
幼児の外部情報の SM と WM の関連を明らかにすることを目的とし，
次の研究を行う。言語性・視空間性 WM を測定し SM との関連を検討す
る（研究 1-1，研究 1-2）。EB の機能に代表されるバインディング能力を
測定し，SM との関連を検討する（研究 2）。WM 課題の項目情報と系列
情報の記憶と SM との関連について検討する（研究 3-1，研究 3-2）。  
 
第 2 章 絵本の読み手の性別に関する外部情報のソースモニタリング
課題と言語性・視空間性ワーキングメモリ課題の関連  
性別の異なる 2 人の絵本の読み手の識別を要する外部情報の SM 課題
を幼児に実施し，言語性 WM および視空間性 WM 課題の成績との関連
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を検討する。研究 1-1 では，PC の画面上に挿絵を提示しながら，同時に
読み手（男性と女性）が文章を読み上げる音声を提示し，絵本を読み聞
かせる。研究 1-2 では，読み手が参加者の目の前で絵本を読み聞かせる。
いずれも，読み聞かせ後に言語的な SM 課題として文章に関する SM 課
題（文章 SM 課題）を，視空間的な SM 課題として挿絵に関する SM 課
題（挿絵 SM 課題）を実施する。  
仮説として，研究 1-1 では記銘時のバインディングに利用されたり，
想起時に利用されたりする発話者の情報が声という音声情報であるため，
言語性 WM 課題と文章 SM 課題との間に正の関連が見られると考えられ
る。他方，研究 1-2 では音声情報と視覚情報の両方を発話者の情報とし
て記銘時のバインディングに利用したり，想起時の識別に利用したりす
ることができるため，言語性 WM 課題と文章 SM 課題との間に，視空間
性 WM 課題と挿絵 SM 課題との間に，正の関連が見られると考えられる。 
第 1 節 音声情報に依拠したソースモニタリングが想定される場合（研
究 1-1）  
方法 参加者 年中・年長児 56 名（平均月齢 70.1，SD＝12.0）。  
WM 課題 言語性 WM 課題として，順唱課題と，聴覚提示された言葉
（単語）の系列再生課題を行った。視空間性 WM 課題として，画面上に
提示された線の位置および図形の系列再生課題を行った。  
SM 課題 作者・絵師が同一の絵本を 3 冊使用し（うち 1 冊は再認判








研究 1-1 の文章 SM 課題と挿絵 SM 課題を従属変数，  









結果と考察 すべての課題に参加した 45 名を分析対象者とした。各 SM






ある。よって，研究 1-2 では処理の要素がより必要な WM 課題を用いた。  
第 2節 音声情報と視空間情報に依拠したソースモニタリングが想定さ
れる場合（研究 1-2）  
方法 参加者 年中児・年長児 42 名（平均月齢 61.1，SD＝7.0）。  




月齢 .232 .223 .309 * .295 +
順唱（M =14.8，SD＝6.4） .092 .283
言葉の系列再生（M =13.2，SD＝6.2） .329 -.099
線の位置の系列再生（M =12.1，SD＝3.2） -.124 -.113
図形の系列再生（M =9.0，SD＝2.6） -.037 .046
R

















SM 課題 研究 1 と同様の絵本 3 冊を使用した。2 人の読み手が対面
で絵本を読み聞かせた後に，SM 課題を行った。文章 SM 課題では，文章
が 2 冊の絵本の中にあったかどうかの再認判断後に，各文章の情報源を
「男性・女性・いずれでもない」の 3 つから選択させた。挿絵 SM 課題
では，文章 SM 課題と同様の判断を挿絵について行わせた。  
結果と考察 文章 SM課題の得点を従属変数とし，ステップ 1に月齢を，
ステップ 2 に各 WM 課題の得点を独立変数として投入した階層的重回帰
分析を行った（Table 2）。月齢を統制したうえでも逆唱が有意であった
（R2 = .40, β = .32, t (37) = 2.13, p <.05）。同様に挿絵 SM 課題の得点を
従属変数として分析した結果，月齢を統制したうえでも図形回転課題が
有意であった（R2 = .34, β = .35, t (37) = 2.20, p <.05）。よって，仮説は
支持された。  
Table 2 
研究 1-2 の文章 SM 課題と挿絵 SM 課題を従属変数，  









月齢 .447 ** .198 .395 * .159
逆唱（M =6.4，SD＝4.1） .318 * -.024
リスニングスパン（M =5.7，SD＝3.5） .236 .264 +
図形回転（M =6.3，SD＝2.1） .101 .349 *
R
2 .199 ** .400 ** .156 * .342 **
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第 3 章 動画内の発話および行為の主体者に関する外部情報の  
ソースモニタリング課題とバインディング課題の関連（研究 2）  
 複数のキャラクターが発話や行為を行う動画を提示し，それらの主体
者の識別を要する外部情報の SM 課題を実施する。また，EB の機能がよ
り反映されているとされる異領域間のバインディングを測る Wang, 










方法 参加者 年中児・年長児 59 名（平均月齢 62.5，SD＝6.8）。  
WM 課題 バインディング課題，言語的短期記憶課題，視空間的短期
記憶課題を実施した（Figure 1）。バインディング課題では，キャラクタ














Figure 1．研究 2 で実施した各 WM 課題の例。  
 









結果と考察 すべての課題に参加した 56 名を分析対象者とし，月齢を
統制したうえで各課題得点間の偏相関を算出した。有意傾向ではあった
ものの，バインディング課題との間に正の偏相関が見られたのは発話に
関する SM 課題のみであった（ r = .24, p <.10）。そこで，発話に関する SM
課題の得点を従属変数とし，月齢をステップ 1 に，各短期記憶課題の得
点をステップ 2 に，バインディング課題の得点をステップ 3 に投入した
階層的重回帰分析を実施した（Table 3）。その結果，ステップ 3 でバイン
ディング課題の成績が有意傾向であった（R2 = .13, β = .25, t (51) = 1.85, 











れてお手伝いをした登場人物を問う課題）を有意に予測した（R2 = .11, β 
= .31, t (51) = 2.25, p <.05）。このことから，発話が出現した場面のストー
リーの情報もソース判断に使用されている可能性が示唆された。  
 





第 1 節 言語・視空間の系列情報および項目情報とソースモニタリング
課題の関連の検討（研究 3-1）  
変数名
月齢 .237 + .210 .160 .236 + .215 .190 .108 .103 .041
言語的STM
（M =3.7，SD＝1.8）
.113 .091 .120 .109 -.002 -.029
視空間的STM
（M =7.4，SD＝3.3）
.007 .028 -.116 -.106 .097 .122
バインディング
（M =8.3，SD＝3.2）
.249 + .127 .307 *
R
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方法 参加者 年中児・年長児 75 名（平均月齢 61.9，SD＝6.5）。  




























結果と考察 すべての課題に参加した 66 名を分析対象者とし，月齢を
統制したうえで SM 課題の得点と各 WM 課題の得点の偏相関を算出した
（Table 4）。言語系列情報得点および視空間位置情報得点との間に有意
な正の相関がみられ，言語項目情報得点との間の正の相関が有意傾向で
あった。言語性 WM の系列情報や視空間性 WM の位置情報を正確に覚
えているほど，家の識別を要する SM が正確であることが示唆された。  
しかしながら，次の 3 つの問題点が挙げられる。第 1 に，言語系列情
報得点については言語項目情報を正答できないと得点が下がってしまう
課題であった。第 2 に，視空間位置情報得点と視空間系列情報得点の正
答に対するチャンスレベルが一律ではなかった。第 3 に，言語性 WM 課
題と視空間性 WM 課題で刺激提示から課題実施までの遅延時間が異な
っていた。これらの点について課題の修正を行い，研究 3-2 を実施した。  
Table 4 




















.05 .13 + .31 *
視空間系列情報得点
（M =6.1，SD＝1.5）
.05 .11 .02 .08
SM得点
（M =9.1，SD＝3.0）
.21 + .32 ** .12 .40 ** .10


























第 2 節 言語・視空間の系列情報および項目情報とソースモニタリング
課題の関連の再検討（研究 3-2）  
方法 参加者 年中児・年長児 72 名（平均月齢 60.3，SD＝6.9）。  




















Figure 3．研究 3-2 で参加者に示した 3 枚のスライドとその内の刺激
例。  





結果と考察 すべての課題に参加した 64 名を分析対象者とし，月齢と
ATLAN の得点を統制したうえで，各 SM 課題と WM 課題の得点の偏相
関を算出した（Table 5）。言語 SM 得点と言語項目情報得点の間，視空
間 SM 得点と視空間位置情報得点の間にそれぞれ有意な相関がみられた。
言語性 WM 課題の項目情報の記憶が正確であるほど，どの家の出現個数















.30 * .01 -.15
視空間位置情報得点
（M =13.7，SD＝5.6）
-.01 -.07 -.06 .29 *
視空間系列情報得点
（M =13.6，SD＝3.0）
.03 -.21 -.09 .05 -.02
視空間SM得点
（M =11.4，SD＝3.1）
.07 -.12 .08 .09 .35 ** -.10

























第 5 章 総合考察  
第 1 節 研究の成果  
幼児の外部情報の SM における WM の役割を明らかにすることを目的
に，大きく分けて 3 つの研究を実施した。その成果として 2 点挙げられ
る。第 1 に，WM を多面的に測定することにより，幼児においても WM
と外部情報の SM との間に正の関連があることが示された（研究 1-2，研






外部情報の SM 課題においては，視空間性 WM 課題の位置情報や言語性
WM 課題の項目情報の成績と正の関連があることが示唆された。外部情
報の SM を行う際にはストーリー等の文脈情報も含めた SM が行われて








求められる。また，本研究の成果の 2 点目については，外部情報の SM




らに，本研究で検討したのは SM のうち外部情報の SM のみであったた
め，今後は内部情報の SM やリアリティモニタリングについても検討を
行い，SM と WM との関連を包括的に検討する必要がある。最後に，本
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